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ー
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一
五
世
紀
末
葉
の
中
央
ア
ジ
ア
に
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
王
子
と
し
て
生
ま
れ
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
を
経
て
、
一
六
世
紀
前
半
、
イ
ン
ド
に
ム
ガ
ル
朝
を
創
設
し
た
バ
ー
ブ
ル
︵
ザ

ヒ
ー
ル
ッ
・
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ー
ブ
ル
︶
は
、
勇
猛
な
武
将
で
あ
り
、
優
れ

た
政
治
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
彼
は
傑
出
し
た
文
人
で
あ
り
、
そ
の
四
七
年
の
生

涯
の
う
ち
に
、
回
想
録
の
傑
作
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
を
は
じ
め
、
詩
集
『
デ
ィ
ー

ワ
ー
ン
』
や
詩
の
韻
律
論
に
関
す
る
論
考
『
ア
ル
ー
ズ
・
リ
サ
ー
ラ
ス
』、
そ
れ
に
ハ
ナ

フ
ィ
ー
派
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
六
信
五
行
に
つ
い
て
の
解
説
『
ム
バ
イ
イ
ン
』
な
ど
、
少

な
く
と
も
六
種
類
の
著
作（

1
）
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
バ
ー
ブ
ル
の
肖
像
画
と

し
て
知
ら
れ
る
ム
ガ
ル
朝
時
代
の
細
密
画
に
は
、
書
物
を
手
に
し
た
バ
ー
ブ
ル
の
姿
を
描

い
た
も
の
が
多
い
︵
図
一
、
図
二
︶。
こ
れ
は
、
三
〇
〇
年
以
上
も
続
い
た
一
大
王
朝
の
創

設
者
の
像
と
し
て
は
異
例
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
異
例
な
だ
け
に
、
そ
れ
ら

の
肖
像
画
は
書
物
や
庭
園
を
愛
し
、
自
ら
も
優
れ
た
著
作
を
残
し
た
バ
ー
ブ
ル
の
文
人
と

し
て
の
特
徴
を
き
わ
め
て
よ
く
表
現
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

バ
ー
ブ
ル
は
好
奇
心
、
探
究
心
に
富
ん
だ
人
物
で
、『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
に
は
中
央

ア
ジ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
彼
の
多
彩
な
見
聞
が
生
き
生
き
と
語
ら

れ
て
い
る
。
バ
ー
ブ
ル
の
関
心
は
多
岐
に
わ
た
り
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
呼
ば
れ
る
新
し
い

文
字
を
も
発
明
し
、
こ
の
文
字
で
彼
自
身
が
書
い
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
を
聖
都
メ
ッ
カ
に

送
っ
た
と
い
う
。
常
に
戦
乱
の
最
中
に
あ
り
な
が
ら
、
六
種
の
著
作
を
残
し
た
ば
か
り
で

な
く
、
新
し
い
文
字
ま
で
を
も
発
明
し
た
と
は
驚
く
他
は
な
い
。

　

た
だ
、
こ
の
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
の
点
が
多
い
。
そ
の
た
め
筆
者
が

『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
の
日
本
語
に
よ
る
訳
註（

2
）
を
出
版
し
た
際
も
、
そ
の
解
題
の
中

で
こ
の
文
字
に
つ
い
て
は
少
し
し
か
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
後

に
得
た
情
報
を
利
用
し
て
、
先
の
訳
註
の
記
述
の
不
備
を
補
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
稿
は
独
創
性
に
乏
し
い
文
字
通
り
の
覚
書
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

本
稿
に
よ
っ
て
、
先
の
訳
註
の
欠
を
補
う
だ
け
で
な
く
、
も
し
も
今
後
の
バ
ー
ブ
ル
文
字

研
究
の
進
展
に
向
け
て
の
何
ら
か
の
手
掛
か
り
を
提
供
で
き
れ
ば
望
外
の
よ
ろ
こ
び
で
あ

る
。

図1　庭園で書物を手にくつろぐバーブル
British Museum蔵

図2　書物を手にした壮年期のバーブル
British Museum 蔵
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二
．
研
究
史
の
概
略

　

バ
ー
ブ
ル
文
字
に
つ
い
て
の
研
究
史
は
大
き
く
二
期
に
分
け
ら
れ
る
。

　

第
一
期
の
諸
研
究
は
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
な
る
も
の
の
存
在
が
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』

の
記
述
な
ど
か
ら
知
ら
れ
て
は
い
た
が
、
こ
の
文
字
を
実
際
に
使
用
し
て
書
か
れ
た
文
章

の
実
例
な
ど
が
な
お
研
究
者
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
段
階
の
も
の
で
あ
る
。
実
例
も
な

か
っ
た
た
め
、
こ
の
時
期
の
研
究
は
少
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
時
期
の
研
究
に
つ
い
て

は
二
〇
世
紀
前
半
の
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
Ａ
・
Ｓ
・
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
の
見
解
を
紹
介
す
れ

ば
十
分
と
思
わ
れ
る
。
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
は
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
の
優
れ
た
英
訳

書（
3
）
の
中
で
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
行
っ
た
。

　

一
、『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
の
中
に
見
え
る

 

（
4
）︵
な
い
し

 


（
5
）
︶
と
い
う
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
は
、
普
通
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
意
味
と
解
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
こ
に
見
え
る

は
、
文
字
で
は
な
く
、
バ
ー
ブ
ル
が
発
明
し
た
ア
ラ

ビ
ア
文
字
の
新
し
い
優
れ
た
書
体
︵
ナ
ス
フ
体
な
ど
の
書
体
︶
と
解
す
べ
き
で
は
な
い

か（
6
）
。

　

二
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
つ
い
て
言
及
し
た
史
料
と
し
て
は
、『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』

の
他
に
、
バ
ー
ブ
ル
の
い
と
こ
で
、
モ
グ
ー
ル
の
貴
族
で
あ
っ
た
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ハ
イ
ダ

ル
が
著
し
た
歴
史
書
『
タ
ー
リ
ー
ヒ
・
ラ
シ
ー
デ
ィ
ー
』、
ム
ガ
ル
朝
の
バ
ー
ブ
ル
の
孫

ア
ク
バ
ル
の
時
代
に
書
か
れ
た
ニ
ザ
ー
ム
ッ
・
デ
ィ
ー
ン
・
ア
フ
マ
ド
著
『
タ
バ
カ
ー

テ
ィ
・
ア
ク
バ
リ
ー
』
と
バ
ダ
ー
ウ
ー
ニ
ー
著
『
ム
ン
タ
ハ
ブ
ッ
・
タ
ワ
ー
リ
ー
フ
』
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
記
述
か
ら
、
バ
ー
ブ
ル
が
こ
の
文
字
で
書
い
た
『
ク
ル

ア
ー
ン
』
を
メ
ッ
カ
に
送
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
ア
ク
バ
ル
の
時
代
に
は
す
で
に
こ
の
文
字

が
人
々
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

7
）
。

　

三
、
他
の
史
料
と
し
て
は
、
著
者
不
明
、
書
名
不
明
の
、
普
通
『
ア
ブ
シ
ュ
カ
』
と
呼

ば
れ
る
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
＝
オ
ス
マ
ン
語
辞
典（

8
）
の
ス
グ
ナ
クSgnq

の
項
に
、

ス
グ
ナ
ク
と
は
一
種
の
文
字
を
い
う
。
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
で
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
︵

 


︶
の
ご
と
き
も
の
。
バ
ー
ブ
ル
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
の
詩
の
中
に
次
の
ご
と
く
見
え

る
。

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
そ
こ
に
バ
ー
ブ
ル
文
字

 

と
い
う
語
を
含
む
バ
ー
ブ

ル
の
詩
の
一
行
︵
二
つ
の
半
句
か
ら
な
る
一
行
︶
が
引
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
一

行
は
難
解
で
、
そ
の
意
味
は
取
り
に
く
い
と
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
は
記
す（

9
）
。

　

ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
が
研
究
を
発
表
し
た
の
は
二
〇
世
紀
の
二
〇
年
代
で
あ
る
が
、
そ
の
後

し
ば
ら
く
の
間
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
関
す
る
研
究
は
進
展
を
見
せ
ず
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
の

見
解
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
研
究
者
も
い
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
よ
り
約
四
〇
年
後
の
二
〇
世
紀
の
六
〇
年
代
に
研
究
は
大
き
く
進
展

し
、
研
究
史
は
第
二
期
を
迎
え
た
。

　

一
九
六
四
年
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
Ｓ
・
ア
ズ
ィ
ム
ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
は
イ
ン
ド
の

ニ
ュ
ー
・
デ
リ
ー
で
開
か
れ
た
第
二
六
回
国
際
東
洋
学
者
会
議
で
﹁
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
関

す
る
新
し
い
資
料
﹂

と
題
す
る
研
究
を
英

文
で
発
表
し
、
こ
の

研
究
は
た
だ
ち
に
イ

ギ
リ
ス
の
『
中
央
ア

ジ
ア
・
レ
ヴ
ュ
ー
』

誌
に
掲
載
さ
れ
た（
10
）
。

こ
の
論
文
は
、
ウ
ズ

ベ
ク
共
和
国
︵
現
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和

国
︶
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
東
洋
学
研
究
所

が
所
蔵
す
る
『
ア

ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ

バ
カ
ー
ト
』
と
い
う
、

一
七
世
紀
の
中
央
ア

ジ
ア
で
書
か
れ
た
神

秘
学
に
関
す
る
ペ
ル

シ
ア
語
史
料
の
中
に

バ
ー
ブ
ル
文
字
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
学
界
に
初
め
て
報

告
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
論
文
に
は
、『
ア

図3　『アジャーイブッ・タバカート』に見えるバーブル文字
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ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ
バ
カ
ー
ト
』
の
一
写
本
︵
写
本
番
号
九
〇
四
二
︶
か
ら
採
ら
れ
た

バ
ー
ブ
ル
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
写
真
︵
図
三
︶
も
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
写
真
か

ら
、
こ
の
史
料
に
は
、﹁
バ
ー
ブ
ル
文
字
が
こ
れ
で
あ
る
﹂
と
い
う
ペ
ル
シ
ア
語
の
説
明

句
に
続
い
て
、
二
九
個
の
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
さ
れ
る
文
字
が
、
各
々
に
対
応
す
る
ア
ラ
ビ

ア
文
字
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
論
文
に
よ
っ
て
、

従
来
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
実
例
と
思
わ
れ
る
も
の
が
学
界
に
初

め
て
示
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
画
期
的
な
研
究
の
出
現
で
あ
っ
た
。
な
お
、
ア
ズ
ィ

ム
ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
は
こ
の
論
文
の
中
で
、

 

の

と
は
や
は
り
文
字
を
意

味
す
る
と
考
え
る
べ
き
だ
と
し
、
先
の
、
書
体
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
ベ

ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
の
見
解
を
完
全
に
否
定
し
た
。
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
実
例
と
思
わ
れ
る
も
の
が

発
見
さ
れ
て
は
、

ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
の

見
解
が
否
定
さ
れ

る
の
は
当
然
で
あ

る
。

　

こ
の
論
文
は
直

ち
に
反
響
を
呼

び
、
ま
ず
パ
キ
ス

タ
ン
の
Ｍ
・
サ
ー

ビ
ル
が
、
同
年

︵
一
九
六
四
年
︶

中
に
、
そ
の
内
容

を
英
文
で
紹
介
し

た（
11
）
。
ま
た
、
こ

の
サ
ー
ビ
ル
の
報

告
を
読
ん
だ
ト
ル

コ
共
和
国
の
Ｒ
・

Ｒ
・
ア
ラ
ト
も
、

同
年
中
に
、
サ
ー

ビ
ル
の
記
述
に
基

づ
い
て
ア
ジ
ム

ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
の

研
究
を
ト
ル
コ
語

で
紹
介
し
た（
12
）
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
わ
ず
か
一
年
後
の
一
九
六
五
年
、
イ
ラ
ン
の
文
献
学
者
Ａ
・
Ｇ
・
マ

ア
ー
ニ
ー
は
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
イ
マ
ー
ム
・
レ
ザ
ー
廟
図
書
館
が
所
蔵
す
る
不
明
の
文
字
で

書
か
れ
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
書
か
れ
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
で
あ
る
と

す
る
論
文
を
ペ
ル
シ
ア
語
で
発
表
し
た（
13
）
。
そ
し
て
こ
の
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
を
『
バ
ー

ブ
ル
の
ク
ル
ア
ー
ンM

uaf-i Bābur

』
と
名
付
け
、
そ
の
二
ペ
ー
ジ
分
の
写
真
を
不
鮮

明
な
が
ら
掲
載
し
︵
図
四
︶、
さ
ら
に
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
と
こ
の
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
に
見

え
る
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
対
照
表
を
示
し
た
︵
図
五
︶。
ま
た
、
マ
ア
ー
ニ
ー
は
、
こ
の

『
ク
ル
ア
ー
ン
』
に
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
君
主
シ
ャ
ー
・
ス
ル
タ
ー
ン
・
フ
サ
イ
ン

︵
在
位
一
六
九
四

－

一
七
二
二
年
︶
の
ヒ

ジ
ュ
ラ
暦
一
一
一
九
年

︵
一
七
〇
七
年
︶
の
日

付
を
持
つ
ワ
ク
フ
・

ナ
ー
マ
が
付
け
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
『
ク
ル

ア
ー
ン
』
が
フ
サ
イ
ン

に
よ
っ
て
一
八
世
紀
初

頭
に
レ
ザ
ー
廟
図
書
館

に
ワ
ク
フ
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
も
明
ら

か
に
し
た（
14
）
。
な
お
、

マ
ア
ー
ニ
ー
の
同
じ
考

え
は
彼
の
『
ク
ル
ア
ー

ン
』
の
解
説
目
録
で
も

繰
り
返
さ
れ
て
い

る（
15
）
。
こ
の
目
録
に

見
え
る
『
バ
ー
ブ
ル
の

ク
ル
ア
ー
ン
』
の
一

ペ
ー
ジ
の
写
真
を
示
す

︵
図
六
︶。
マ
ア
ー
ニ
ー

の
論
文
は
、
ア
ズ
ィ
ム

ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
の
研
究

図4　『バーブルのクルアーン』の二ページ

図5　マアーニーによるアラビア文字・バーブル文字の対照表
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図6　『バーブルのクルアーン』の一ページ
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を
知
ら
ず
に
、
そ
れ
と
は
全
く
独
立
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
年
が
近
い
の

で
そ
れ
は
当
然
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
大
き
な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
は
、
ア
ズ
ィ
ム
ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
に
よ
っ
て
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
さ
れ
た
二
九
個
の
文

字
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
に
一
つ
と
し
て
現
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
二

つ
の
史
料
に
見
え
る
文
字
が
全
く
一
致
し
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
バ
ー
ブ
ル

文
字
で
、
他
の
一
方
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

ど
ち
ら
が
真
の
バ
ー
ブ
ル
文
字
な
の
か
。
以
後
の
研
究
は
こ
の
点
を
焦
点
と
し
て
展
開
さ

れ
た
。

　

ま
ず
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
献
学
者
Ａ
・
Ｈ
・
ハ
ビ
ー
ビ
ー
は
一
九
七
二
年
に
カ
ー

ブ
ル
で
公
刊
さ
れ
た
ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
バ
ー
ブ
ル
伝
の
中
で
、『
ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・

タ
バ
カ
ー
ト
』
に
見
え
る
文
字
と
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
の
文
字
を
比
較
し
た

表
︵
図
七
︶
を
掲
げ
、
両
者
が
ま
っ
た
く
一
致
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の

『
ク
ル
ア
ー
ン
』
の
文
字
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
は
な
い
と
結
論
し
た（
16
）
。

　

つ
い
で
、
一
九
七
六
年
と
一
九
八
〇
年
に
は
、
ト
ル
コ
共
和
国
の
Ａ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
が

﹁
バ
ー
ブ
ル
の
発
明
し
た
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
そ
の
文
字
で
書
か
れ
た
ク
ル
ア
ー
ン
﹂
と
題

す
る
ト
ル
コ
語
の
論
文
で
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
い
わ
れ
る
二
種
類
の
文
字
の
不
一
致
を
指

摘
し
た
が
、
ど
ち
ら
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
結
論
は
保
留
し
た（
17
）
。

　

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
研
究
は
途
絶
え
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
五
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
カ
ー
ブ
ル
で
、
Ｍ
・
Ｈ
・
ヤ
ル
ク
ン
に
よ
っ
て
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
用
い
た
ウ
ズ
ベ
ク
語

に
よ
る
『
バ
ー
ブ
ル
文
字
』
と
題
す
る
専
門
書
が
出
版
さ
れ
た（
18
）
。
こ
の
書
物
は
本
文

三
八
ペ
ー
ジ
、
図
版
一
〇
ペ
ー
ジ
、
文
献
表
四
ペ
ー
ジ
の
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
バ
ー
ブ

ル
文
字
に
関
す
る
初
め
て
の
専
著
で
あ
り
、
本
稿
の
執
筆
に
も
大
い
に
参
照
し
た
。
こ
の

書
の
中
か
ら
、『
バ
ー
ブ
ル
の
ク
ル
ア
ー
ン
』﹁
雌
牛
の
章
﹂
の
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
文
と
、

そ
れ
に
対
応
す
る
文
を
ヤ
ル
ク
ン
が
ア
ラ
ビ
ア
文
字
で
記
し
た
図
を
示
す
︵
図
八
︶。

　

こ
の
書
の
一
つ
の
大
き
な
功
績
は
、
イ
ラ
ン
の
書
家
・
文
字
研
究
者
の
Ｆ
・
Ｆ
・
ニ
ー

シ
ャ
ー
ブ
ー
リ
ー
が
一
九
九
八
年
に
著
し
た
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
『
バ
ー
ブ
ル
の
ク
ル
ア
ー

ン
』
に
関
す
る
ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
研
究（
19
）

を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ヤ

ル
ク
ン
は
こ
の
研
究
の
コ
ピ
ー
を
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ー
ン
の
バ
ー
ブ

ル
博
物
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
筆
者
は
こ
の
研
究
の
存
在
を
ヤ
ル
ク
ン
の
書

を
通
じ
て
初
め
て
知
っ
た
。
ヤ
ル
ク
ン
は
、
フ
ァ
ズ
ル
ッ
ラ
ー
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
『
バ
ー

ブ
ル
の
ク
ル
ア
ー
ン
』
に
見
え
る
文
字
の
﹁
読
み
書
き
の
諸
規
則oqish ve yazish 

qoidalari

﹂
を
初
め
て
解
明
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
お
そ
ら
く
こ
の
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
に

見
え
る
文
字
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
あ
り
、『
ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ
バ
カ
ー
ト
』
に
見
え

る
文
字
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
は
な
い
可
能
性
が
強
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

た
だ
し
、
ヤ
ル
ク
ン
は
、
こ
の
ニ
ー
シ
ャ
ー
ブ
ー
リ
ー
の
詳
細
な
研
究
も
な
お
完
全
で

は
な
く
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
つ
い
て
は
、
次
の
未
解
決
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
も

指
摘
し
た
。
ヤ
ル
ク
ン
に
よ
れ
ば
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
『
バ
ー
ブ
ル
の
ク
ル
ア
ー
ン
』
に
は

ア
ラ
ビ
ア
語
を
記
す
た
め
の
二
九
個
の
バ
ー
ブ
ル
文
字
︵A

lif

か
らY



に
至
る
二
八
個

の
ア
ラ
ビ
ア
文
字
に
対
応
す
る
二
八
個
の
文
字
と
ア
ラ
ビ
ア
文
字L



に
対
応
す
る
一
個

の
文
字
︶
し
か
見
え
な
い
が
、
本
来
バ
ー
ブ
ル
が
発
明
し
た
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
は
、
チ
ャ

ガ
タ
イ
語
や
ペ
ル
シ
ア
語
を
記
す
時
に
使
用
さ
れ
る
、
純
粋
の
ア
ラ
ビ
ア
文
字
以
外
の
四

個
の
文
字
پ︵

گ ,ژ ,چ ,

︶
に
対
応
す
る
四
個
の
文
字
も
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
全
容
を
掌
握
す
る
た
め
に
は
、
今
後
、
バ
ー
ブ
ル
文
字

の
、
こ
れ
ら
の
四
文
字
を
も
含
む
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
、
な
い
し
ペ
ル
シ
ア
語
の
文
章
の
実

例
を
発
見
し
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
文
字
表
を
完
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ヤ
ル
ク
ン
の
こ
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
そ
の
よ
う
な

文
章
の
実
例
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
な
文
章
が
ど
こ
か
で
発
見
さ
れ
れ

ば
、
バ
ー
ブ
ル
研
究
者
の
間
で
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
こ
と
は
必
定
で
あ
ろ
う
。

図7　ハビービーによるアラビア文字と二種のバーブル文字の対照表
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図8　『バーブルのクルアーン』「雌牛の章」
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バーブル文字に関する覚書

三
．
　
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
関
す
る
史
料

　

こ
の
章
で
は
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
研
究
の
た
め
に
、
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て

き
た
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
関
す
る
諸
史
料
と
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示
し
た
い
。

一
　『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』

　
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
に
は
三
か
所
に
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
一
五
〇
四
年
秋
の
記
述
と
し
て
、

ま
さ
に
こ
の
頃
︵
カ
ー
ブ
ル
征
服
の
頃
︶、
私
は
バ
ー
ブ
ル
文
字

 

を
発
明

し
た
。︵『
校
訂
本
』
二
二
四
ペ
ー
ジ
︶

と
見
え
る
。
こ
こ
に
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
バ
ー
ブ
ル
が
、
な

ぜ
、
何
を
目
的
に
、
新
し
い
文
字
を
発
明
し
た
か
に
つ
い
て
は
何
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。

　

次
に
、
一
五
〇
六
年
、
バ
ー
ブ
ル
が
テ
ィ
ム
ー
ル
の
一
族
を
結
集
し
て
の
対
ウ
ズ
ベ
ク

戦
に
参
加
す
る
た
め
カ
ー
ブ
ル
か
ら
ヘ
ラ
ー
ト
に
赴
い
た
際
、
そ
の
往
路
、
ム
ル
ガ
ー
ブ

河
畔
で
親
族
で
あ
る
テ
ィ
ム
ー
ル
家
の
王
子
ら
と
会
見
し
た
が
、
そ
の
際
の
こ
と
と
し

て
、
君
主
ス
ル
タ
ー
ン
・
フ
サ
イ
ン
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
治
下
の
ヘ
ラ
ー
ト
で
活
躍
し
た
学
者

︵
ウ
ラ
マ
ー
︶
の
一
人
カ
ー
ズ
ィ
ー
・
イ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
に
つ
い
て
、

次
は
カ
ー
ズ
ィ
ー
・
イ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
で
あ
っ
た
。︵
中
略
︶
私
が
ム
ル
ガ
ー
ブ
で
ミ
ー

ル
ザ
ー
た
ち
︵
テ
ィ
ム
ー
ル
家
の
王
子
た
ち
︶
に
会
っ
た
時
、
ミ
ー
ル
ザ
ー
ら
は
カ
ー

ズ
ィ
ー
・
イ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ミ
ー
ル
・
ユ
ー
ス
フ
と
共
に
来
て
私
に

会
っ
た
。
バ
ー
ブ
ル
文
字

 

に
つ
い
て
話
が
出
た
。
彼
︵
カ
ー
ズ
ィ
ー
・
イ

フ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
︶
は
一
字
一
字
に
つ
い
て
の
説
明
︵m

fdt

︶
を
求
め
た
。
私
は
そ
れ

を
書
い
た
。
そ
の
会
合
で
、
彼
は
そ
の
説
明
︵m

fdt

︶
を
読
み
、
原
則
︵qvid

︶

を
理
解
し
て
何
事
か
を
書
き
と
め
た
。︵『
校
訂
本
』
二
七
八
ペ
ー
ジ
︶

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
ヘ
ラ
ー
ト
に
も
発
明
さ
れ
た
ば
か
り
の
バ
ー
ブ
ル
文

字
に
つ
い
て
関
心
を
抱
く
者
が
お
り
、
こ
の
文
字
が
説
明
さ
れ
れ
ば
そ
の
原
則
を
理
解
で

き
る
、
そ
れ
ほ
ど
学
習
が
難
し
い
文
字
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
推
測
で
き
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
ド
征
服
後
の
一
五
二
九
年
の
記
述
の
中
に
、
バ
ー
ブ
ル
の
長
男
フ
マ
ー

ユ
ー
ン
の
息
子
の
誕
生
祝
い
と
バ
ー
ブ
ル
の
次
男
カ
ー
ム
ラ
ー
ン
の
結
婚
祝
い
の
た
め
、

バ
ー
ブ
ル
が
こ
の
二
人
に
様
々
な
贈
り
物
を
し
た
こ
と
を
記
し
た
後
に
、

ム
ッ
ラ
ー
・
ベ
ヘ
シ
ュ
テ
ィ
ー
を
通
じ
て
、︵
バ
ー
ブ
ル
の
三
男
︶
ヒ
ン
ダ
ル
に
、
金
を

ち
り
ば
め
た
ベ
ル
ト
付
き
短
剣
、
金
を
ち
り
ば
め
た
筆
箱
、
真
珠
貝
を
ち
り
ば
め
た
椅

子
、
私
が
着
用
し
て
い
た
短
い
上
着
と
絹
の
腰
帯
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
説
明
︵

 
-nng m

fdt

︶
と
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
私
が
書
い
た
断
片
︵

 -ilä 
itilgä n

（
20
） qil

︶
を
送
っ
た
。

フ
マ
ー
ユ
ー
ン
に
、
私
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ー
ン
に
来
て
か
ら
作
っ
た
翻
訳（
21
）

と
詩
を

送
っ
た
。
ヒ
ン
ダ
ル
と
︵
バ
ー
ブ
ル
の
臣
下
で
友
人
の
︶
ホ
ー
ジ
ャ
・
カ
ラ
ー
ン
に
も

翻
訳
と
詩
を
送
っ
た
。
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ベ
グ
・
タ
ガ
ー
イ
ー
を
通
じ
、
カ
ー
ム
ラ
ー
ン

に
も
翻
訳
と
ヒ
ン
ド
に
来
て
以
来
作
っ
た
詩
と
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
私
が
書
い
た
宛
名
書

き
︵

 -ilä itilgä n s-i l

︶
を
送
っ
た
︵『
校
訂
本
』
五
七
一

ペ
ー
ジ
︶。

と
あ
り
、
バ
ー
ブ
ル
が
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
関
す
る
説
明
や
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
書
い
た

詩
の
断
片
な
ど
を
息
子
た
ち
に
送
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

バ
ー
ブ
ル
文
字
に
つ
い
て
、
現
存
の
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
に
は
以
上
の
記
事
し

か
見
え
な
い
。
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
書
か
れ
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
の
メ
ッ
カ
へ
の
送
付
と

い
う
重
要
な
一
件
︵
こ
の
件
に
つ
い
て
は
本
章
の
三
参
照
︶
に
関
す
る
記
述
は
現
存
す

る
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
に
は
見
え
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
が
書
か
れ
て
い
た

『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
の
部
分
が
今
は
散
逸
し
て（
22
）

見
ら
れ
な
い
た
め
と
思
わ
れ

る
。

二
　
バ
ー
ブ
ル
の
詩
の
一
行

　

先
に
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
の
研
究
の
紹
介
の
中
で
触
れ
た
よ
う
に
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
い

う
語
が
含
ま
れ
る
、
バ
ー
ブ
ル
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
の
詩
の
一
行
︵
一
バ
イ
ト
︶
が
存
在
す

る
。
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
は
、
こ
の
詩
の
一
行
が
『
ア
ブ
シ
ュ
カ
』
と
呼
ば
れ
る
辞
典
に
見
え

る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
現
在
で
は
こ
の
一
行
が
バ
ー
ブ
ル
の
詩
集
『
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
』

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る（
23
）
。
こ
の
一
行
を
Ｓ
ｈ
・
ヤ
ル

ク
ン
の
出
版
し
た
『
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
』
に
見
え
る
ア
ラ
ビ
ア
文
字
テ
キ
ス
ト
の
ロ
ー
マ
字

転
写
と
、
こ
の
一
行
の
日
本
語
に
よ
る
試
訳
を
示
す
と
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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Tü lä   ning olm
s 

 ni tng

  em

ä stü  - Sgnq d

（
24
）

テ
ュ
ル
ク
人
ら
の
文
字
を
お
前
が
習
得
し
て
い
な
い
な
ら
、
バ
ー
ブ
ル
よ
、
何
と
素
晴

ら
し
い
こ
と
か
。　

︵
テ
ュ
ル
ク
人
ら
の
文
字
と
い
う
の
は
︶
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
こ
と
で
は
な
い
、
ス
グ
ナ
ク

文
字
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
詩
に
ス
グ
ナ
ク
文
字- Sgnq

と
し
て
見
え
る
ス
グ
ナ
ク
は
、
Ｗ
・
バ
ル

ト
リ
ド
に
よ
れ
ば
、
中
央
ア
ジ
ア
の
町
の
名
前
で
、
シ
ル
河
下
流
域
の
ジ
ャ
ン
ド
と

フ
ァ
ー
ラ
ー
ブ
の
間
に
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
も
テ
ュ
ル
ク
系
の
異
教
徒
キ
プ
チ
ャ
ク

人
ら
の
活
動
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
い
う（
25
）
。
お
そ
ら
く
こ
の
町
で
作
ら
れ
、
こ
の
方

面
で
使
わ
れ
て
い
た
文
字
が
ス
グ
ナ
ク
文
字
で
あ
ろ
う
。
ス
グ
ナ
ク
文
字
に
つ
い
て
は
、

一
八
世
紀
の
前
半
、
ア
フ
シ
ャ
ー
ル
朝
時
代
の
イ
ラ
ン
で
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
マ
フ
デ
ィ
ー
・

ハ
ー
ン
が
著
し
た
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
＝
ペ
ル
シ
ア
語
辞
典
『
サ
ン
グ
ラ
ー
フ
』
の
ス
グ
ナ
ク

の
項（
26
）
に
、
ス
グ
ナ
ク
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
一
つ
は
﹁
隠
れ
家
、
避
難
所
﹂
で
、

二
つ
目
は
一
種
の
文
字
で
あ
る
。
バ
ー
ブ
ル
・
パ
ー
デ
ィ
シ
ャ
ー
が
次
の
よ
う
に
詠
ん

で
い
る
が
ご
と
く
で
あ
る
。

と
述
べ
て
、
先
の
詩
の
一
行
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
サ
ン
グ
ラ
ー
フ
』
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
こ
の
一
行
の
冒
頭
と
末
尾
は
、『
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
』
に
見
え
るTülä

、d

と
い
う
語
形
式
と
は
異
な
り
、l

、
お
よ
びm

u dur

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
語
形

式
は
、
注
二
四
で
挙
げ
た
、『
ア
ブ
シ
ュ
カ
』
や
『
東
方
ト
ル
コ
語
辞
典
』
に
見
え
る
語

形
式
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
『
サ
ン
グ
ラ
ー
フ
』
の
語
形
式
は
、『
サ
ン
グ
ラ
ー
フ
』

が
『
ア
ブ
シ
ュ
カ
』
を
参
照
し
、
そ
の
誤
り
を
踏
襲
し
た
め
に
起
こ
っ
た
誤
り
で
、
や
は

り
『
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
』
に
見
え
る
語
形
式
を
正
し
い
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、『
ア
ブ
シ
ュ
カ
』
や
『
サ
ン
グ
ラ
ー
フ
』
に
見
え
る
情
報
か
ら
、
ス
グ
ナ
ク
文

字
と
呼
ば
れ
る
文
字
が
バ
ー
ブ
ル
の
時
代
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
在
、
そ
の
実
例
は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
文
字

で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
も
述
べ
た
よ
う
に
、
バ
ー
ブ

ル
の
こ
の
詩
の
一
行
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
す
る
の
が
容
易
で
は
な
い
。

　

Ｍ
・
Ｈ
・
ヤ
ル
ク
ン
は
、
こ
の
詩
の
一
行
に
つ
い
て
は
二
通
り
の
解
釈
が
可
能
だ
と

し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
①
バ
ー
ブ
ル
が
、
テ
ュ
ル
ク
人
ら
の
文
字
、
つ
ま
り
ス

グ
ナ
ク
文
字
が
流
通
し
て
い
な
い
の
を
残
念
に
思
っ
て
お
り
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
が
テ
ュ
ル

ク
人
ら
の
文
字
と
し
て
流
通
す
れ
ば
よ
い
の
に
と
い
う
希
望
を
伝
え
た
も
の
。
②
バ
ー
ブ

ル
が
自
ら
発
明
し
た
バ
ー
ブ
ル
文
字
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
文
字
が
、
ス

グ
ナ
ク
文
字
の
よ
う
に
、
テ
ュ
ル
ク
人
ら
の
文
字
と
し
て
テ
ュ
ル
ク
の
諸
民
族
に
よ
っ
て

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
喜
び
を
述
べ
た
も
の
、
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た（
27
）
。

　

し
か
し
筆
者
に
は
、
こ
の
ヤ
ル
ク
ン
の
解
釈
に
は
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
と
は
別
の
解
釈

も
可
能
に
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
詩
は
、
テ
ュ
ル
ク
人
ら
の
間
で
流

通
し
て
い
た
文
字
、
つ
ま
り
ス
グ
ナ
ク
文
字
を
バ
ー
ブ
ル
が
習
得
せ
ず
、
そ
れ
と
は
異
な

る
バ
ー
ブ
ル
文
字
を
発
明
し
た
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
、
我
々
が
ス
グ
ナ
ク
文
字
な
る
も
の
に
つ
い
て
の
知
識
を
欠
く

以
上
、
こ
の
詩
の
一
行
の
正
確
な
理
解
は
な
お
将
来
の
課
題
と
し
て
残
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

三
　『
タ
バ
カ
ー
テ
ィ
・
ア
ク
バ
リ
ー
』『
ム
ン
タ
ハ
ブ
ッ
・
タ
ワ
ー
リ
ー
フ
』

　

バ
ー
ブ
ル
の
孫
で
、
ム
ガ
ル
朝
第
三
代
の
皇
帝
ア
ク
バ
ル
の
治
世
第
三
八
年

︵
一
五
九
三
年
︶
ま
で
の
イ
ン
ド
史
で
、
後
の
多
く
の
史
書
に
も
利
用
さ
れ
た
ニ
ザ
ー

ム
ッ
・
デ
ィ
ー
ン
・
ア
フ
マ
ド
︵
一
五
九
四
年
歿
︶
の
『
タ
バ
カ
ー
テ
ィ
・
ア
ク
バ

リ
ー
』（28
）
に
は
、

彼
︵
バ
ー
ブ
ル
︶
は
文
字
を
発
明
し
、
そ
の
文
字
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

彼
は
そ
の
文
字
で
『
ク
ル
ア
ー
ンm

f

』
を
書
き
、
偉
大
な
る
メ
ッ
カ
へ
送
っ
た
。

と
い
う
貴
重
な
記
事
が
見
え
る
。

　

ま
た
、
バ
ダ
ー
ウ
ー
ニ
ー
に
よ
っ
て
一
五
九
六
年
に
完
成
さ
れ
た
ア
ク
バ
ル
の
治
世
第

四
〇
年
ま
で
の
イ
ン
ド
史
で
あ
る
『
ム
ン
タ
ハ
ブ
ッ
・
タ
ワ
ー
リ
ー
フ
』
の
第
一
巻
に
は
、

亡
き
か
の
パ
ー
ド
シ
ャ
ー
︵
バ
ー
ブ
ル
︶
の
驚
く
べ
き
発
明
の
一
つ
は
バ
ー
ブ
ル
文
字

で
あ
る
。
彼
は
一
巻
の
『
ク
ル
ア
ー
ンm

f

』
を
そ
の
文
字
で
書
き
、
偉
大
な
る

メ
ッ
カ
に
送
っ
た
。

と
あ
る（
29
）
。
バ
ダ
ー
ウ
ー
ニ
ー
が
『
タ
バ
カ
ー
テ
ィ
・
ア
ク
バ
リ
ー
』
を
利
用
し
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
『
ム
ン
タ
ハ
ブ
ッ
・
タ
ワ
ー
リ
ー
フ
』
の
第
三
巻
の
、
ア
ク
バ
ル
時
代
に
活
躍
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し
た
貴
族
・
詩
人
・
聖
者
・
学
者
ら
の
列
伝
の
項
に
見
え
る
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ

イ
イ
・
マ
シ
ュ
ハ
デ
ィ
ー
の
小
伝
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（
30
）
。

ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
イ
イ
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
バ
ー
ブ
ル

文
字
と
い
う
の
は
、
バ
ー
ブ
ル
・
パ
ー
デ
ィ
シ
ャ
ー
が
発
明
し
、『
ク
ル
ア
ー
ン

m
f

』
を
そ
の
文
字
で
書
い
て
偉
大
な
る
メ
ッ
カ
へ
送
り
、
そ
の
痕
跡
が
現
在
は

残
っ
て
い
な
い
文
字
の
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ー
ル
・
ア
ラ
ー
ゥ
ッ
・
ダ
ウ
ラ
の
タ
ス
キ

ラ（
31
）
に
は
、﹁
先
の
ミ
ー
ル
︵
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
イ
イ
︶
は
名
声
を
獲
得
し

た
。
何
び
と
も
、
書
く
の
が
難
し
い
バ
ー
ブ
ル
文
字
を
、
彼
よ
り
も
よ
り
迅
速
に
、
よ

り
よ
く
覚
え
た
者
は
い
な
か
っ
た
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ア

ズ
ィ
ー
ズ
・
コ
カ（
32
）
は
そ
の
︵
タ
ズ
キ
ラ
の
︶
欄
外
に
、﹁
彼
︵
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ

ル
・
ハ
イ
イ
︶
は
ど
の
よ
う
な
学
問
で
も
成
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
の
持
つ
才
能

は
バ
ー
ブ
ル
文
字
を
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
文
字
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
﹂

と
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
記
述
か
ら
、
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
イ
イ
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
つ
い
て
の
知

識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
彼
の
持
っ
た
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
知
識
の
多
寡
に

つ
い
て
は
相
反
す
る
情
報
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
著
者
バ

ダ
ー
ウ
ー
ニ
ー
は
、
先
の
記
述
に
続
い
て
、

ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
イ
イ
は
よ
り
早
く
か
ら
ミ
ー
ル
ザ
ー
︵
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ア

ズ
ィ
ー
ズ
・
コ
カ
︶
の
知
人
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
ミ
ー
ル
ザ
ー
が
書
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
真
実
に
近
い
。
ミ
ー
ル
・
ア
ラ
ー
ゥ
ッ
・
ダ
ウ
ラ
に
は
︵
事
実
と
︶
相
反
す
る

情
報
が
多
い
。

と
い
う
見
解
を
加
え
て
い
る
。
従
っ
て
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
イ
イ
が
バ
ー
ブ
ル
文

字
を
よ
く
知
っ
て
い
た
か
否
か
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
ア
ク
バ
ル
の
時
代
に

バ
ー
ブ
ル
文
字
を
知
る
者
が
す
で
に
少
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

バ
ー
ブ
ル
文
字
は
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
す
で
に
﹁
書
く
の
が
難
し
い
﹂
文
字
と
な
っ
て
い

た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

四
　『
ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ
バ
カ
ー
ト
』

　

ア
ズ
ィ
ム
ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
関
す
る
史
料
と
し
て
初
め
て
学
界
に
報

告
し
た
『
ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ
バ
カ
ー
ト
』
に
つ
い
て
、
一
九
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
集
成　

精
密
科
学
・
自
然
科

学
』（33
）
の
記
述
に
依
拠
し
て
説
明
し
た
い
。
な
お
、
ア
ズ
ィ
ム
ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
は
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
に
は
『
ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ
バ
カ
ー
ト
』
の
一
四
種
の
写
本

が
存
在
す
る
と
記
し
た
が
、
こ
の
目
録
に
は
一
六
種
の
写
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
、
そ
の
う
ち
、
写
本
番
号
一
九
九
三
／
一
と
い
う
一
写
本
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
を
欠
く
と

い
う
。

　

著
者
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ー
ヒ
ル
・
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ル
・
カ
ー
ス
ィ
ム
・
バ
ル
ヒ
ー

は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ア
シ
ュ
タ
ル
ハ
ー
ン
朝
時
代
の
天
文
学
者
、
地
理
学
者
で
、
ア
シ
ュ

タ
ル
ハ
ー
ン
朝
の
ナ
ズ
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
ー
ンN

adhr

（
34
） M

m
m
d K

n

︵
在

位
一
六
四
二
年

－

一
六
四
五
年
︶
の
時
代
に
ブ
ハ
ー
ラ
で
活
動
し
、
ハ
ー
ン
に
『
ア

ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ
バ
カ
ー
ト
』
を
献
呈
し
た
。

　
『
ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ
バ
カ
ー
ト
』
は
七
章
か
ら
な
り
、
第
一
章
地
と
天
、
第
二
章

歴
史
、
第
三
章
七
気
候
帯
、
第
四
章
動
物
、
第
五
章
神
秘
学
、
第
六
章
驚
異
の
実
例
、
第

七
章
死
か
ら
の
復
活
と
マ
フ
デ
ィ
ー
の
到
来
、
で
あ
る
。
そ
し
て
第
六
章
に
、
い
ろ
い
ろ

の
時
代
に
科
学
の
神
秘
を
守
る
た
め
に
人
々
が
発
明
し
た
不
思
議
な
九
種
の
文
字
︵
月
文

字-i qm


、
王
文
字-i s

な
ど
︶︵
図
九
︶
を
列
挙
し
、
そ
の
最
後
の
九
番

目
に
﹁
バ
ー
ブ
ル
文
字
が
こ
れ
で
あ
る
︵
な
い
し
、﹁
こ
の
文
字
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
あ

る
﹂︶﹂
と
記
し
て
、
二
九
の
文
字
を
挙
げ
て
い
る
。

　
『
ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ
バ
カ
ー
ト
』
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
一
七
世
紀
中
葉
の
中
央
ア

ジ
ア
で
あ
る
。
本
章
の
一
、三
で
史
料
を
示
し
た
よ
う
に
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
は
一
六
世
紀

初
頭
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ー
ブ
ル
で
発
明
さ
れ
た
。
し
か
し
お
よ
そ
一
〇
〇
年
後
の

ア
ク
バ
ル
時
代
の
イ
ン
ド
に
は
、
す
で
に
こ
の
文
字
の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず
、
書
く

の
も
難
し
い
文
字
と
思
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
ア
ク
バ
ル
時
代
よ
り
さ

ら
に
約
五
〇
年
が
経
過
し
た
一
七
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
に
バ
ー
ブ
ル
文
字
が
正
確
に
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
正
し
い
バ
ー
ブ
ル
文
字
が
『
ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ
バ
カ
ー
ト
』
に

採
録
さ
れ
た
可
能
性
は
か
な
り
低
い
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
『
バ
ー
ブ

ル
の
ク
ル
ア
ー
ン
』
に
見
え
る
バ
ー
ブ
ル
文
字
が
、『
ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ
バ
カ
ー
ト
』

の
文
字
と
全
く
一
致
し
な
い
と
い
う
事
実
も
こ
の
推
測
を
補
強
す
る
。
筆
者
も
現
在
の
と

こ
ろ
、『
ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ
バ
カ
ー
ト
』
に
見
え
る
バ
ー
ブ
ル
文
字
は
バ
ー
ブ
ル
文

字
と
は
全
く
別
の
文
字
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
も
と
も
と
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
時
が
経
つ
う
ち
に
、
誤
っ
た
形
に
改
変
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
。
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図9　『アジャーイブッ・タバカート』一写本に見える神秘の諸文字
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五
　『
バ
ー
ブ
ル
の
ク
ル
ア
ー
ン
』

　

マ
ア
ー
ニ
ー
に
よ
っ
て
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
書
か
れ
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
と
推
定
さ
れ

た
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
は
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
紙
に
書
か
れ
、
章
名
や
最
初
の

二
ペ
ー
ジ
な
ど
に
は
金
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
付
載
さ
れ
た
ワ
ク
フ
・
ナ
ー
マ
が

記
す
よ
う
に
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
君
主
フ
サ
イ
ン
が
一
八
世
紀
初
頭
に
レ
ザ
ー
廟
に
ワ

ク
フ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
は
、
そ
れ
以
前
は
サ
フ
ァ

ヴ
ィ
ー
朝
の
宮
廷
図
書
館
に
所
有
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
の
ど
こ
に
も
、
そ
れ
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
マ
ア
ー
ニ
ー
や
ヤ
ル
ク
ン
が
バ
ー
ブ
ル
文

字
に
よ
る
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
で
あ
る
と
推
定
す
る
理
由
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

①
バ
ー
ブ
ル
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
を
書
き
、
そ
れ
を
メ
ッ
カ
に
送
っ

た
と
い
う
史
実
が
あ
る
。

　

②
バ
ー
ブ
ル
と
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
は
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
実
際
、
バ
ー

ブ
ル
は
一
五
一
一
年
に
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
進
撃
す
る
た
め
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
君
主

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
に
援
軍
を
求
め
、
そ
の
援
助
を
得
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド
征
服
に
成
功
し

た
。
ま
た
、
一
五
一
二
年
に
も
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
援
軍
を
得
て
い
る
。
こ
の
時
の
バ
ー

ブ
ル
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
支
配
は
ウ
ズ
ベ
ク
の
反
撃
を
受
け
短
期
間
に
終
わ
り
、
結
局
バ
ー

ブ
ル
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝

と
の
密
接
な
関
係
は
バ
ー
ブ
ル
を
継
い
だ
フ
マ
ー
ユ
ー
ン
の
時
代
ま
で
続
き
、
フ
マ
ー

ユ
ー
ン
は
一
時
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
君
主
タ
フ
マ
ー
ス
ブ
の
も
と
に
亡
命
し
た
。

　

③
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
バ
ー
ブ
ル
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
書
い
た
『
ク
ル

ア
ー
ン
』
を
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
君
主
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
に
贈
っ
て
い
た
可
能
性（
35
）
、

あ
る
い
は
フ
マ
ー
ユ
ー
ン
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
書
か
れ
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
を
君
主
タ
フ

マ
ー
ス
ブ
に
贈
っ
て
い
た
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
バ
ー
ブ

ル
が
メ
ッ
カ
に
送
っ
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
が
、
メ
ッ
カ
に
到
達
せ
ず
、
途
中
で
サ
フ
ァ

ヴ
ィ
ー
朝
の
有
に
帰
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
書
か
れ
た

『
ク
ル
ア
ー
ン
』
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
状
況
証
拠
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

根
拠
は
決
定
的
な
も
の
で
な
く
な
お
問
題
は
残
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
筆
者
も
、
こ
の

『
ク
ル
ア
ー
ン
』
に
書
か
れ
た
文
字
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と
考
え
て

い
る
。

四
．
結
び
に
代
え
て

　

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
整
理
し
、
残
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

一　

バ
ー
ブ
ル
は
、
一
五
〇
四
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ー
ブ
ル
で
、
バ
ー
ブ
ル
文

字
を
発
明
し
た
。
こ
の
文
字
は
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
に
対
応
す
る
、
ア
ラ
ビ
ア
語
用
の
二
九

文
字
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
用
の
四
文
字
の
計
三
三
文
字
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
四
文
字
が
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
か
は
な
お
不
明

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ヤ
ル
ク
ン
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
四
文
字
が
使
わ
れ
た
文
章

の
実
例
の
発
見
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。

　

二　

バ
ー
ブ
ル
は
こ
の
文
字
を
使
っ
て
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
︵
あ
る
い
は
ペ
ル
シ
ア
語
︶

で
詩
の
断
片
、
宛
名
書
き
な
ど
を
書
い
て
、
息
子
た
ち
に
送
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
文
字
で

書
い
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
を
メ
ッ
カ
に
送
っ
た
。

　

三　

現
在
、
イ
ラ
ン
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
イ
マ
ー
ム
・
レ
ザ
ー
廟
図
書
館
に
は
こ
の
バ
ー

ブ
ル
文
字
で
書
か
れ
た
可
能
性
の
高
い
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

『
ク
ル
ア
ー
ン
』
は
、
一
八
世
紀
初
頭
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
君
主
フ
サ
イ
ン
に
よ
っ
て

レ
ザ
ー
廟
に
ワ
ク
フ
さ
れ
た
も
の
で
、
も
と
も
と
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
所
有
物
で
あ
っ

た
。

　

四　

こ
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
は
、
バ
ー
ブ
ル
、
な
い
し
そ
の
子
フ
マ
ー

ユ
ー
ン
に
よ
っ
て
、
彼
ら
と
関
係
の
深
か
っ
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、
バ
ー
ブ
ル
が
メ
ッ
カ
に
送
っ
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
が
メ
ッ

カ
に
到
達
せ
ず
、
途
上
で
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
有
に
帰
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

五　

現
在
、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
が
所
蔵
す
る
『
ア

ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ
・
タ
バ
カ
ー
ト
』
に
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
し
て
見
え
る
文
字
は
、
バ
ー
ブ
ル

文
字
で
は
な
く
、
同
書
に
記
載
さ
れ
た
他
の
八
種
の
文
字
と
同
様
、
秘
密
の
文
字
の
一
つ

で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
が
も
と
も
と
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
時
が
経
つ
う
ち
に
、
本
来
の
バ
ー

ブ
ル
文
字
と
は
異
な
っ
た
形
に
改
変
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

六　

バ
ー
ブ
ル
が
何
の
た
め
に
新
し
い
文
字
を
発
明
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ

の
文
字
が
、
内
密
の
要
件
な
ど
を
伝
え
る
た
め
の
暗
号
的
な
文
字
で
あ
っ
た
可
能
性
は
、

バ
ー
ブ
ル
が
こ
の
文
字
に
つ
い
て
ヘ
ラ
ー
ト
で
一
学
者
に
説
明
し
た
り
、
こ
の
文
字
で
詩

の
断
片
な
ど
を
書
い
て
息
子
た
ち
に
送
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
否
定
さ
れ
る
。

　

バ
ー
ブ
ル
が
こ
の
文
字
で
書
い
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
を
メ
ッ
カ
に
送
っ
た
と
い
う
こ
と
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か
ら
、
バ
ー
ブ
ル
が
自
ら
発
明
し
た
文
字
で
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
を
写
し
、
そ
れ
を
メ
ッ
カ

に
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
自
ら
の
真
摯
な
信
仰
心
を
内
外
に
示
す

の
が
目
的
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
文
字
は
『
ク

ル
ア
ー
ン
』
な
ど
宗
教
関
係
の
文
の
み
を
写
す
た
め
に
、
特
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
文
字
で
宗
教
と
は
無
関
係
の
詩
の
断
片
な

ど
も
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
考
え
も
否
定
さ
れ
る
。
マ
ア
ー
ニ
ー
は
、
バ
ー
ブ
ル
が

気
晴
ら
し
︵tfnnn

︶
の
た
め
に
こ
の
文
字
を
作
っ
た
と
考
え
た（
36
）
。
し
か
し
、
バ
ー

ブ
ル
は
も
と
も
と
政
務
や
軍
事
行
動
で
多
忙
な
上
に
、
著
作
の
ほ
か
庭
園
造
営
や
飲
酒
、

景
勝
地
の
散
策
な
ど
多
く
の
趣
味
を
持
ち
、
そ
れ
ら
の
た
め
に
寸
暇
を
割
い
て
い
た
。
そ

の
よ
う
な
バ
ー
ブ
ル
に
文
字
の
発
明
と
い
う
新
し
い
﹁
気
晴
ら
し
﹂
が
必
要
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。
答
え
は
否
で
あ
ろ
う
。
新
文
字
の
作
成
に
は
別
の
何
ら
か
の
明
確
な
理
由
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
理
由
の
解
明
は
今
後
の
大
き
な
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

七　

バ
ー
ブ
ル
文
字
は
、
バ
ー
ブ
ル
の
時
代
、
人
に
説
明
す
れ
ば
す
ぐ
に
理
解
さ
れ

る
、
む
し
ろ
学
習
し
や
す
い
文
字
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
が

ア
ラ
ビ
ア
文
字
に
対
応
す
る
文
字
で
あ
り
、
さ
ら
に
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
ク
ー
フ
ィ
ー
体
や

ナ
ス
フ
体
に
も
似
た
と
こ
ろ
の
あ
る
文
字
で
あ
っ
た（
37
）
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

孫
の
ア
ク
バ
ル
の
時
代
に
な
る
と
、
バ
ー
ブ
ル
文
字
は
す
で
に
難
し
い
文
字
と
思
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
文
字
の
読
み
書
き
を
知
る
者
は
も
は
や
特
別
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
お
そ

ら
く
、
こ
の
文
字
は
発
明
さ
れ
た
も
の
の
、
社
会
に
は
ほ
と
ん
ど
流
通
し
な
か
っ
た
た

め
、
そ
の
読
み
書
き
の
規
則
も
徐
々
に
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

八　

バ
ー
ブ
ル
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
い
う
新
し
い
文
字
を
発
明
し
た
と
い
う
事
実
は
、

バ
ー
ブ
ル
が
多
方
面
に
関
心
を
抱
く
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
よ
く
物
語
る
。
世
界
史
上
、

君
主
と
い
う
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
新
し
い
文
字
を
発
明
し
た
者
は
お
そ
ら
く
バ
ー
ブ
ル

以
外
に
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
の
部
分
も
多
く
残
る

が
、
こ
の
文
字
の
発
明
と
い
う
一
事
を
通
じ
て
も
、
バ
ー
ブ
ル
と
い
う
一
人
の
人
間
に
対

す
る
興
味
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
の
で
あ
る
。

　
︻
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s (1377/1998), R
avish-i taqq dar qur’n-i B

abur, z-i n-i 

U
std-i A

sd A
ll 

zd, M
sd.

︵
20
︶ 動
詞itilgn

の
語
根bitil-

は
動
詞bit-

︵
書
く
︶
の
受
動
形
で
あ
る
が
、
バ
ー
ブ
ル
は
一
人
称

の
記
述
に
受
動
形
を
使
用
し
た
。
従
っ
て
、bitilgn

は
、﹁
書
か
れ
た
﹂
の
意
味
で
は
な
く

﹁
私
が
書
い
た
﹂
の
意
味
で
あ
る
。

︵
21
︶ ﹁
翻
訳
﹂
と
は
、
バ
ー
ブ
ル
の
名
付
け
親
で
も
あ
っ
た
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
の
首
長

ホ
ー
ジ
ャ
・
ウ
バ
イ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ア
フ
ラ
ー
ル
の
ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
教
団
の
教
義
の
説
明

『
父
の
た
め
の
小
論R

isla-yi W
lidiyya

』
の
バ
ー
ブ
ル
に
よ
る
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
韻
文
に
よ
る

翻
訳
『
ワ
ー
リ
デ
ィ
ー
ヤ
・
リ
サ
ー
ラ
ス
』
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。『
ワ
ー
リ
デ
ィ
ー
ヤ
・
リ

サ
ー
ラ
ス
』
に
つ
い
て
は
、Eiji M

ano (2006), “O
n the Persian O

riginal V
lidya of 

K
w

j A
,” H

istory and H
istoriography of post-M

ongol C
entral Asia and M

iddle 

East: Studies in H
onor of Professor John E. W

oods ,Edits. Judith Pfeiffer and Sholeh A
. 

Q
uinn in C

ollaboration w
ith Ernest Tucker, W

iesbaden: H
arrassow

itz Verlag, pp. 250-266

参
照
。

︵
22
︶ 『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
に
は
も
と
も
と
、
一
四
九
四
年
に
始
ま
り
一
五
二
九
年
に
至
る
足
か

け
三
六
年
間
の
出
来
事
が
記
述
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
『
バ
ー
ブ

ル
・
ナ
ー
マ
』
の
諸
写
本
で
は
、
こ
の
内
の
約
一
六
年
分
の
記
事
が
欠
け
て
い
る
。
大
き
な
欠

落
部
の
み
を
あ
げ
る
と
、
一
五
〇
八
年
の
途
中
か
ら
一
五
一
九
年
に
至
る
約
一
〇
年
間
の
記

述
、
ま
た
一
五
二
〇
年
の
途
中
か
ら
一
五
二
六
年
に
至
る
約
五
年
一
〇
カ
月
間
の
記
述
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
私
た
ち
が
手
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
本
来
あ
っ
た
は
ず
の
三
六

年
分
の
記
述
の
内
の
約
二
〇
年
分
の
記
述
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

︵
23
︶ こ
の
一
行
は
バ
ー
ブ
ル
の
『
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
』
に
は
、
バ
ー
ブ
ル
が
作
っ
た
六
行
か
ら
な
る
ガ

ザ
ル
︵
抒
情
詩
︶
の
最
終
行
に
見
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る
。Sfq Y

qn (1362/1983), p. 23; B
ilâl Y

ücel 

(1995), Bâbür D
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ram
er-M
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lt D
il ve 
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m
, p. 170.
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冒
頭
の
語
は
、『
ア
ブ
シ
ュ
カ
』
や
こ
の
辞
典
を
も
利
用
し
て
作
ら
れ
た
パ
ヴ
ェ
・

ド
・
ク
ル
テ
イ
ユ
の
『
東
方
ト
ル
コ
語
辞
典
』︵A

bel Pavet de C
ourteille (1870;1972), 

D
ictionnaire Turk-O

riental, Paris: L
im

prim
erie Im

periale; R
epr., A

m
sterdam

: Philo 

Press, pp. 368-369.

︶
で
はTürklär 

で
は
な
く
、khūblar

と
な
っ
て
お
り
、
最
後
の
語
はdurur

で
は
な
くm

u dur

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
『
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
』
に
見
え
る
、Türklär

、durur

が
正
し
い
語
形
式
と
思
わ
れ
る
。

︵
25
︶ W. B

arthold (1928; 1968), Turkestan dow
n to the M

ongol Invasion, London: Luzac &
 

C
om

pany LTD
; Third ed., London: Luzac &

 C
om

pany LTD
, p. 179.

︵
26
︶ Sir G

erard C
lauson (1960), Sanglax. A Persian G

uide to the Turkish Language by 

M
uham

m
ad M

ahd X
n, London: Luzac &

 C
om

pany LTD
, 254r; R

avshan K
hiyāvī 

(1374/1995), Sanglākh. Farhang-i turkī ba-fārsī ba-zabān-i turkī az sada-i davāzdah hijrī, 

Tehran: N
ashr-i M

arkaz, p. 180.

︵
27
︶ Mm

m
d 

lm
 Y
qn (1384/2005), pp. 12-13.

︵
28
︶ The abaqt-i-A

kbar of K
hw

jah N
im

uddn A
m

ad, Edit. B
. D

e, V
ol. 2, C

alcutta: 

A
siatic Society of B

engal, 1927, p. 27.　

な
お
『
タ
バ
カ
ー
テ
ィ
・
ア
ク
バ
リ
ー
』
な
ど
の

ム
ガ
ル
朝
時
代
の
史
書
に
つ
い
て
は
、
近
藤
治
『
ム
ガ
ル
朝
イ
ン
ド
史
の
研
究
』(

京
都
大
学

学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年)

の
別
章
２
﹁
ム
ガ
ル
朝
イ
ン
ド
史
の
史
料
文
献
﹂
が
詳
し
い
。

︵
29
︶ ‘A

d l-Q
di 

dūn, M
untakhab al-Tavrkh, Edit. M

vlv A
m

d ‘A
l i, Vol. 1, 

Tehran: A
njum

an-i 
t v M

fi-i Fng, 1380/2001, p. 236.

︵
30
︶ ‘A

d l-Q
di 

dūn, M
untakhab al-Tavrkh, Edit. M

avlav A
m

d ‘A
l i, (Vol. 3), 

Tehran: A
njum

an-i 
t v M

fi-i Fng, 1379/2000,  p. 187.

︵
31
︶ こ
の
タ
ズ
キ
ラ
の
書
名
は
『
ナ
フ
ァ
ー
イ
ス
・
ル
・
マ
ア
ー
ス
ィ
ルN

afyis al-M
a’thir

』
で

あ
る
。
大
英
図
書
館
に
も
そ
の
一
写
本
︵O

r. 1761

︶
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。C

harles R
ieu 

(1883), C
atalogue of the Persian M

anuscripts in the British M
useum

, Vol. 3, London: 

B
ritish M

useum
. 

︵
32
︶ ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ア
ズ
ィ
ー
ズ
・
コ
カ
は
ア
ク
バ
ル
の
乳
兄
弟
で
、
コ
カK



と
は
チ
ャ
ガ
タ

イ
語K

elts

﹁
乳
兄
弟
﹂
の
略
語
で
あ
る
。
彼
の
事
績
に
つ
い
て
は
『
イ
ス
ラ
ー
ム
百
科
事

典
』、
第
二
版
、M

z A
zz K



の
項
参
照
。

︵
33
︶ Sobranie vostochnykh rukopiseĭ Akadem

ii nauk respubliki U
zbekistan. Tochnye i 

estestvennye nauki, Edit. A
.B

. V
il’danova, Tashkent: «Fan» A

kadem
ii N

auk R
espubliki 

U
zbekistan, 1998, pp. 173-175.

こ
の
目
録
は
ウ
ル
ン
バ
ー
エ
フA

som
 U

runbaev

教
授
か
ら

寄
贈
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

︵
34
︶ ア
ズ
ィ
ム
ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
は
ナ
デ
ィ
ルN

adir

、
ヤ
ル
ク
ン
は
ナ
ド
ゥ
ルN

adr

と
す
る
が
、C

.E. 

B
osw

orth (1996), The N
ew

 Islam
ic D

ynasties. A chronological and genealogical m
anual, 

Edinburgh: Edinburgh U
niversity Press, p. 290

に
よ
っ
て
、
ナ
ズ
ルN

adhr

と
す
る
。

︵
35
︶ た
だ
し
、
現
存
の
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
に
は
、
こ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
の
あ

る
年
に
関
す
る
部
分
が
欠
け
て
い
る
。
注
二
二
参
照
。

︵
36
︶ Am

d G
lcn M

a‘n (1344/1965), p. 64.

︵
37
︶ バ
ー
ブ
ル
文
字
の
、
ク
ー
フ
ィ
ー
体
、
ナ
ス
フ
体
の
ア
ラ
ビ
ア
文
字
と
の
類
似
性
に
つ
い
て

は
、M

uam
m

ad 
alm

 Y
rqn (1384/2005), p. 36

参
照
。


